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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

平塚利弥所有のセスナ式１８０型ＪＡ３０５９は、昭和５０年６月１３日１１時２１分３名が乗 

組み、八尾空港に着陸滑走中、グランド・ループを起し、左翼端が接地して中破した。本事故 

による人員の死傷はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５０年６月１４日～１５日　現場調査

１．３　原因関係者からの意見聴取

昭和５０年１０月１日　意見聴取



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ３０５９は、昭和５０年６月１３日慣熟飛行の目的で１０時１０分から１１時４０分までの 

局地飛行計画に基づき、Ａ操縦士が前方右席、Ｂ操縦士が左席に（以下「Ａ」又は「Ｂ」とい 

う。）操縦練習生が後席に乗組み、当該機について経験のあるＢの指導により、Ａが操縦して八尾空 

港を１０時１７分離陸した。その後、Ａは岸和田市（八尾空港の南西約３５キロメートル）上 

空において旋回、失速等の科目を行い、次いで八尾空港で４回の連続離着陸を実施して、Ａは 

Ｂの指導による当該機に対する慣熟飛行を終了した。以後、飛行計画の時間が残っていたため、 

操縦練習生はＢと席を交替して前席に移り、Ａが教官となって操縦練習生が岸和田市上空にお  

いて慣熟訓練飛行を実施したのち帰途についた。滑走路３１の左ダウン・ウインド・レグに進 

入後Ａが操縦を行い、フラップ１段（２０°）を使用し、機速約６０マイル／時で１１時２１分、 

滑走路のほぼ中央線上に接地した。

その後、とう乗者の口述によれば、当該機は約１００～１５０メートル着陸滑走し、機速が約 

３０マイル／時になったとき、Ａはフラップ・アップのためフラップ・レバーを操作し、この 

間前方に対する注視は中断した。再び前方を注視したとき、機首が左に向きかけていたため、 

あわてて右ラダー・ペダルを操作したところ、右に向き過ぎた。以後、ラダー・ペダルによる 

修正操作を行ったが、当該機は滑走路上を左に偏し、その後右へのグランド・ループを起し、 

左翼端を接地したが三点姿勢に回復して、滑走路に対し右に約９０°向きを変えて停止した。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

死傷
とう乗者

乗組員 その他
その他

死亡　０　０　０

重傷　０　０　０

軽傷　０　０　０

なし　２　１

２．３　航空機の損壊の程度

中破



２．４　航空機以外の物件の損壊

なし

２．５　乗組員に関する情報

Ａ　昭和２２年５月１２日生

技能証明　事業用操縦士技能証明書　第３４１４号

限定事項　飛行機陸上単発

操縦教育証明　第６５０号

身体検査　第１種航空身体検査証明書　第１１５６００９５号

有効期限　昭和５０年１２月４日まで

総飛行時間　３，１７３時間４４分

同型式機での飛行時間　０

（当該事故の飛行時間は含まない）

事故前３０日間の飛行時間　６７時間１９分

Ｂ　昭和１５年９月１０日生

技能証明　事業用操縦士技能証明書　第４４１７号

限定事項　飛行機陸上単発、多発

身体検査　第１種航空身体検査証明書　第１１４２０２７６号

有効期限　昭和５０年１１月２９日まで

総飛行時間　１，４９８時間１４分

同型式機での飛行時間　１２３時間３１分

操縦練習生　昭和２６年４月１日生

航空機操縦練習許可書　大第００２号

有効期限　昭和５１年４月２９日まで

総飛行時間　３１時間１３分

２．６　航空機に関する情報

型式　セスナ式１８０型

製造番号　３００５８

製造年月日　昭和２８年２月２５日

耐空証明書番号　第大－４９－１６１号



同有効期限　昭和５０年８月２７日まで

総飛行時間　６，４６１時間０９分

重量及び重心位置

事故当時の重量は２，３２８ポンド、重心位置は４０．９インチで、いずれも許容範囲内にあ 

った。

２．７　気象に関する情報

大阪航空測候所八尾空港出張所の１１時２１分の観測値は次のとおりであった。

風向変動１９０°～２７０°、風速４ノット、視程１５キロメートル

２．８　航空機又はその部品の損壊に関する情報

主翼　左翼端変形

水平尾翼　左翼端フェアリング下面かすり傷

主脚輪　左ホイール・リム破損

３　事実を認定した理由

３．１　解析

ＪＡ３０５９は尾輪式であって、Ａは当該型式機の操縦経験が無く、また、当該慣熟飛行にお 

いて、Ｂの指導によるフル・ストップの慣熟飛行は行われなかった。

当該機は着陸滑走中、特に方向保持に努めなければならないが、Ａはフラップ・アップ操作 

に際して方向保持がおろそかになり、当該機は左（風上）に偏向したものと推定される。

その後、右ラダー・ペダルによる過度の修正操作がなされ、機首が右に偏位した状態となり、 

惰性及び右へのグランド・ループの遠心力により、左翼端が接地したものと推定される。

４　結論

（１）　Ａは、適法な資格及び有効な航空身体検査証明を有していた。

（２）　ＪＡ３０５９は、有効な耐空証明を有し、かつ整備されていた。



（３）　Ａは、当該機（同型式機を含む）によるフル・ストップの着陸は始めてであった。

（４）　着陸滑走中、方向保持がおろそかになったため、当該機は偏向したものと推定される。

（５）　その後の修正操作は適切でなかったものと推定される。

（６）　当該機は、グランド・ループを起し翼端を接地した。

原因

本事故は、着陸滑走中における不適切な方向制御により、グランド・ループを起し、翼端を 

接地したことによるものと推定される。


